深い泉45号- 1面(幸せを求めるあなたに)

戦わないで勝つ方法

[image: image1.emf]黄金万能主義がもたらした悲劇　2007年アメリカのサブプライム(Sub-prime、非優良住宅担保貸し出し)問題に触発されたグローバル金融危機は、全世界の経済を深刻な混とんの中に追い込んでいます。求職と失職に対する恐怖はもちろんのこと、お金のために発生する事件も続出しています。お金でお金をもうけるというカンナムの富裕層で起きた多福会事件（詐欺事件）は、福でなく禍を呼び込んだ格好になって、チュンブクのオクチョンで発生した、お金のために両親・妻子を抹殺した非人間的行為の事件も衝撃的なことには違いありません。こういう背景には、単純な黄金万能主義だけがあるのではなく、競争時代の世の中を動かす「力の原理」が流れています。代表的なのが、マキャヴェリの『君主論』と韓非子の『法家思想』です。君主論を見れば「君主はもし良い結果が出てくるならば悪行を行う準備ができていなければならない」と言われています。ひたすら目的を達成するためには、手段と方法を選ばなくても良いということです。韓非子も見れば「医師が患者の膿を吸い出すために、悪い血を口の中に含むのは、その患者と骨肉の情があるからではなく、利益を得るためだ」と言いました。社会や国家、ある時には、夫婦関係までも、徹底して利益追求の場で見る、このような論理が、世の中を支配する原理に位置しています。一言で、この世は「力の法則」の上に立てられて、また動かれているということです。今日、その力の代表的な手段がまさに「お金」です。それで、人々はお金に熱狂して、お金に挫折します。動機は関係なく、結果だけ良いならば何でもする世の中になりました。ところで、聖書は簡単な一言で答えを与えています。「金銭を愛することが、あらゆる悪の根だからです。ある人たちは、金を追い求めたために、信仰から迷い出て、非常な苦痛をもって自分を刺し通しました(テモテへの手紙第一6:10)」
それでは、どのようにすれば良いのでしょうか　世の中を支配する力の原理は、人間が悪魔の策略にだまされて、神様を離れた後からできたのです。堕落以前の人間は、神様と交わりながら、全てのものを祝福で味わっていました。しかし、神様を離れた以後、人間に植物としてくださった野菜と木の実は「力」を使ってこそ得ることができるようになって、青い草だけを食物として与えられていた動物も、人間の堕落により肉を食べる弱肉強食の世界になってしまいました。生存の問題を解決するために「肉的な文化」が起きて「力の原理」が支配するようになったのです。ですから、このような世の中で、呪いと災いの悪循環は繰り返されるしかありません。どのようにすれば良いのでしょうか。人間の根本が変わらなければなりません。世の中を支配する力の原理が、悪魔にだまされて神様を離れた後に来たものならば、まず先に、人間の本来の姿である神様とともにいる祝福が回復されなければなりません。その答えが福音です。神様に会う道になられ、サタン(悪魔)の勢力を打ちこわし、運命と罪の問題を解決されたイエス・キリストによって、人間の本来の姿である神様のかたち(創世記1:27)と神様の子どもの権威(創世記1:28)が回復するようになります。この時から人間は戦わないで勝つ祝福を味わうようになります。神様がともにおられれば、全てのことに勝てます。
「世に勝つ者とはだれでしょう。イエスを神の御子と信じる者ではありませんか(ヨハネの手紙第一5:5)」

深い泉45号- 2面(The Leader's Time)
重職者伝道企画チーム-理由
	理由を発見したルターの宗教改革　マルティン・ルター(1484-1546)という人物の登場で、教会はもちろん、世界の歴史に大きな変革が成し遂げられました。1505年22才の時、友人と一緒に野原を歩いていて稲妻に打たれ、友人が死ぬ事件があった後、ルターは直ちに聖アウグスチノ修道会に入って修行をして、ローマに行ってサンクタ・スカラのピラトの階段を膝で上がりながら祈ったのですが、心に平安がなかったのです。そうするうちに、偶然にラテン語の聖書を読む中で、義は行うことでなく信仰で得るということを悟りました(ローマ1:16-17)。信仰義認の真理を発見した当時、カトリックが贖宥状を発行して信者に売り、それで罪を許しているのを見て、真理をわい曲させている当時の教会の姿を95か条の論題にして、1517年10月31日に、ヴィッテンベルグ教会の正門に貼ったのですが、これが宗教改革の出発点になったのです。

教会史を変える重職者伝道企画チーム　重職者が起きなければならない理由は何でしょうか。今は、霊的戦争時代です。教会はすでに純粋な福音運動よりは、数多くのプログラムに陥っていて、神学校までも福音を弱化させるあらゆる神学でぎっしり埋まっています。聖書は神様のみことばではないというほどにまでなってしまいました。こういう霊的戦争時代に何が必要なのでしょうか。エペソ人への手紙6章11節を見れば「悪魔の策略に対して立ち向かうことができるために、神のすべての武具を身に着けなさい」と言われています。悪魔の策略に打ち勝つ伝道戦略、伝道企画が必要な時代です。聖書を詳しく見れば、神様の重要なみわざが起きる時ごとに、重職者(長老)が先に起きました。出エジプトする前に長老が先にすべての民のところに行って「羊の血を塗りなさい」と伝えました(出3:16)。ヨルダン川を渡る時も、先につかさを呼んで「契約の箱について行きなさい」と国民に伝えました(ヨシュア3:2-3)。カナンを偵察する時も、12人を偵察に先に送って、重職者が正しく現場を偵察するようにしました(民14:1-10)。いつ神様が迫害者サウロを砕かれたのでしょうか。使徒9章にあるように、ダマスコで伝道弟子アナニヤが祈っている時でした。あちこちで重職者が起きて、伝道弟子を集める時、偶像現場、暗やみ現場、経済現場、次世代と未来を生かす神様の奇跡の働きは始まります。これが重職者(長老)伝道企画チームを始める理由です。


	神様の子どもになる受け入れの祈り
愛の神様、私は罪人です。イエス様が十字架で死んで、復活されることによって、私のすべての問題を解決されたキリストであることを信じます。今、私の心の扉を開いてイエス様を私の救い主として受け入れます。今、私の心の中に来てくださって、私の主人になって、私を導いてください。これから神様の子どもになった祝福を味わいながら生きるようにさせてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン



	
	神様子どもの五つの確信
①救いの確信-イエス・キリストを信じて受け入れたあなたは、神様の子どもになって救われました。(ローマ8:15-16、Ｉヨハネ5:10-13)

②祈りの答えの確信-神様の子どもは、イエス・キリストの名前で何でも求めることができて、神様はみこころの通りに必ず答えてくださいます。(ヨハネ15:7)

③導きの確信-神様は聖霊であなたの中におられ、あなたのすべての生活を治めて導いてくださいます。(ヨハネ14:26-27、箴言3:5-6)

④赦しの確信-あなたのすべての罪はイエス・キリストのあがないの血の力で解決され、誰でも罪を告白して悔い改めれば許してくださいます。(Ｉヨハネ1:9、ローマ3:24)

⑤勝利の確信-救われたあなたは、世の中に勝たれたイエス・キリストによって、どんな問題の中でも信仰で勝利することができます。(ローマ8:31-37、Ｉヨハネ5:4)



	
	神様の子どもの毎日の祈り

父なる神様、イエス・キリストによって神様がいつも私とともにおられ、導かれることを感謝します。今日も、すべての生活の中で神様の子どもになった祝福を味わうように、聖霊に満たしてください。私の家庭と現場と行く歩みごとに、福音を邪魔して困らせるすべてのサタンの勢力を権威あるイエス・キリストの御名によって縛ってください。どんなこと、どんな問題でも、解決者であるイエス・キリストに任せて、その中で神様のより良い計画を発見しながら、聖霊に導かれる人生になりますように。それで私の人生を通してイエス様がキリストであることが証しされ、私の現場に神の国が臨みますように。毎日、私の生活の中で、神様の願いである世界福音化の契約を握って勝利するようにさせてください。今も私とともにおられるイエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン




深い泉45号- 3面(今週の黙想)
内容がある弟子
霊的問題の理解なしでは不可能　どんな人でも霊的問題がない人はなく、サタンが活動しない地域もありません。霊的問題というのは、サタンに捕えられた部分のことを言います。救われても、サタンに捕えられていれば、伝道も宣教もできません。霊的な問題はおもに3つがあります。最初に、すでにあらわれた問題があります。これは決断を下して、霊的戦いをしなければなりません。二つ目、他の人は知らないのに私だけ分かるおかしな問題があります。私はキリストが必要だと認めて、福音の根をさらに深くおろさなければなりません。三つ目、私の中に私も知らない霊的問題があります。これを発見できなければ、どんどん言い訳をして、他の人のせいにするようになります。それで、みことばを握って深い祈りに入らなければなりません。私の中にサタンが働いても、聖霊の働きが強ければ、何の問題にもなりません。ですから、私たちは常に福音側に立たなければならないのです。

ローマ征服の開始　初代教会の弟子運動は、ひとりひとりを弟子として立てていく後見人の役割をしたのです。パウロが奴隷だった価値がないオネシモのために後見人として出て、自らの人格と人生をかけて弟子として立てました。ひとりの弟子の後見人になるのが宣教の中の宣教で、働きの中の最高の働きです。私の弟子ではなくて、キリストの弟子として立てるのが本当の後見人です。エリヤがエリシャひとりを立てたので、7千人の弟子が付いてきました。今は私たちがメッセージを心で受けて、そのみことばが私に成就して、その証拠を持って弟子とフォーラムをして、パウロのように涙で常に祈る後見人になるべきでしょう。
なぜそのようにしなければならないのでしょうか　今、世の中の現場は完全に悪霊の働きで占いと迷信、偶像に陥っています。それで、神様の栄光のために偶像現場に挑戦できる福音を持った者が出てこなければなりません。これが初代教会のときにエペソで起きたツラノ運動です。私たちがRUTCをしようというのも、こういう偶像現場で未来と次世代を生かそうということです。現場は未信者が成功して暗やみ経済が掌握していて、私たちのレムナントの人材を育ててくれる土台がありません。この土台を用意して、福音経済を回復しようというのがOMCです。さらには、地域の現場は暗やみに陥って、死角地帯、災い地帯で放置されています。それで、今日から必ず完全にのがしてしまった私の死角地帯、私の災い地帯を発見して、私の黄金漁場として答えを受けなければなりません。初代教会が持っていたキリスト(使徒1:1)、神の国(使徒1:3)、聖霊の働き(使徒1:8)を持って、いのちをかけて人を生かして、弟子を育てれば良いのです。その人が現場の主役です。キリストの中にいるから、私たちの方法がただ福音ならばできるようになっています。
内容がある弟子として生きましょう　イエス・キリストを通して神様に会って、神様がともにおられることを思いきり味わって、私の全てのものを祈りにつなげれば、神様が新しい力を与えてくださって、証拠が与えられるようになります。その証拠を持って自慢するのが伝道です。神様はすべての人が救われることを望んでおられます(Ｉテモテ2:4)。これが私の願いになって、人生の理由になって、人生の方向になった人が弟子です。私自身が先に弟子になって、弟子を残す、日の下で最も美しい人生、内容がある弟子になるように願います。

深い泉45号- 3面(横面-森の泉+週間メッセージ)
	森の泉

	8日(月)

のがしてはいけない機会(Ⅱテモテ3:13-14)

レムナント7人は世の中でも成功して、最後まで祝福を受けて味わいました。彼らは世の中に出て行く前に、信仰と技能、福音と祈り、自分のタラントと人生の規律を発見して準備したのです。その重要な機会がまさにレムナントの時であることを分からなければなりません。

9日(火)

福音にあって3つの回復(使徒1:1-8)

基本的に福音にあって、祈りで生活の規模とリズムを回復することです。そして、キリスト、神の国、聖霊の満たしの唯一性を回復するのが成功の回復です。また私の伝道、私の祈り、私の現場、私のフォーラムを通して証人になることです。

10日(水)

ゲーム中毒(Ｉサムエル2:22-26)

集中でなく執着して、正常な状態を逸脱した熱心を中毒と言います。これは必ず霊的問題とつながっていて、その背後にサタンの働きがあるようになります。それで、みことばを深く黙想して、定刻礼拝と祈りを通して聖霊の満たしを味わうのが解決策です。

11日(木)

700年という時代を乗り越えた弟子たち(使徒11:19-30)

アンテオケ教会の弟子たちは、700年ぶりに成就したインマヌエルの契約を握ってイスラエルの旧時代の思想、悪習、宗教の壁を乗り越えて、正しい伝道と宣教をしました。福音の力は全てのことを乗り越えられます。

12日(金)

十字架につけられたイエス・キリスト(ヨハネ19:17-30)

信仰生活の中で重要なことは、神様が私とともにおられる奥義を持って、その力を味わうことです。なぜなら、イエス様がすでに十字架で私たちの過去、現在、未来のすべての問題を解決されたためです。

13日(土)

神様の道しるべ(使徒16:6-10)

聖霊にあって幸せを味わう祈りの中に、今日も大きい祝福と喜びの案内を味わうみことばの中に、神様の唯一性の答えが備えられた伝道の中に入れば、神様の道しるべを発見するようになります。



	週間メッセージ

	産業宣教:霊的問題を理解する前には宣教は不可能

(使徒13:1-2)

伝 道 学:葛藤(11)-聖書解釈と適応が違うように強調

される時(ヨハネ14:16-17)

核心訓練:ローマ征服の開始(ローマ1:9-10)

聖日1部:神様の栄光のために挑戦しなさい(使徒19:8-20)

聖日2部:弟子として生きましょう(マタイ28:18-20)




深い泉45号- 4面(深い泉Story)
お金はありますか？

世界経済は、どうしてもお金をたくさん持っている国中心に動くようになっているので、危機説が漂っても、まだアメリカのドルが主流であるようだ。最近、アメリカで起こったサブプライム・モーゲージローンによって、アメリカ庶民の生活に多くの困難が生じるのを目撃した。少し前に見ると、アメリカの人々は、お金がなくても家を買ったり、車を買ったりするのにそれほど困難を感じないようなので、お金が多い国の人々は違うんだなと思っていたのだが、後ほど知ってみたら、その全てが借金で買ったので、一生、借金を返しながら生きる借金だらけの人生だったということだ。よく管理すれば、借金も資産になるのに、最近のサブプライム・モーゲージローン事件は、その借金から起きた事件であることを知ることができる。貸し、すなわちお金を借りるならば、信用があるべきなのに、アメリカの銀行がお金をたくさんもうけるために、景気が良いと思っていたので、個人の信用度を問わずに、担保なしでサブプライム・モーゲージローンという名前で貸したということだ。それは、住宅を担保にして、家の相場のほとんど100%の水準で貸してあげる代わりに金利は高いという、アメリカの貸し出すプログラムだ。結局、銀行の利子が高くなって、貸し金があまりに大きくなったので、貸してもらった人々は、お金を返すことができなくて破産するようになり、そのようになった多くの人々からお金を取ることもできない銀行も、破産する連鎖事件が起きるようになったのだ。

アメリカである主婦を見たが、ハンバーガー店を一人で運営していた。一日中、お客も来ないので退屈する時間を送っていたその時に、伝道者に会ったのだ。経済が急落して貸しを返せない人々が、親戚どうしで二、三家族が一戸に集まって住みはじめていると言いながら、自分も店の運営がよくない状態だと言った。教会に通っている彼女だったが、その店を開く時、とても教会に話はできなかったが、どのようにしなければならないか分からなくて、だれにも分からないように占い師を訪ねて行って占ってもらうようになったという。それでも、信仰人の良心があって、自ら自分に暗示をかけて、自分は占ってもらうのでなく、人生相談のためにカウンセラーを探すのだと念を押して、また念を押したということだった。占い師は、店はうまくいって、多額のお金を儲けるようになるから心配するなと言ったので、力をつくして勇気をつくして、お店を出したのだが、結局、多くのお金を浪費して、店で元手をすべてなくすようになったと言って苦笑いしていた。結局、宗教人の座にいて、いのちを味わえずにいる自分自身を発見したこの女性は、伝道者のメッセージを聞くようになった。人は苦しみを受ける存在でなく、祝福を味わう存在なのに、サタンにだまされて神様を離れてしまい、罪と呪いの中にさまよう存在になったと言うと、自分自身がまさにそのような存在なので、一日一日の生活が狂いそうだということだった。しかし、神様はこういう問題の解決者としてキリストを送られ、その方を信仰で受け入れる者を神様の子どもにして、祝福されると言ったところ、彼女の目が赤くなり涙を光らせながら、自分もそのような恵みを味わえる存在なのかと尋ねるようになった。その時、伝道者は彼女にキリストを受け入れる道を知らせ、その時、彼女は新しく神様の子どもになった。
お金の価値に縛られて、人生も希望もなくしたまま、回って回るお金をお金! お金! お金!  と言いながら追いかけて生きて、狂ってしまう一歩直前で、彼女は真の福音を見つけて、祝福を味わう者になった。お金の価値について行ったゆえにだめになった店だが、店番をしていた彼女が商売になる午後の時間に店のシャッターを閉めて、伝道者に市内見物でもさせようと、レクソスの車に乗って出た。人々は目に見えるお金の価値を重要視しているようでも、結局は、福音の価値の下で平安を見つけて、祝福を味わうことを見る時、お金の価値とは違った福音の恵みを悟るのである。

チョン・ヒョングク牧師(福音コラムニスト)
